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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】２つのオーディオ機器を組み合わせて同期再生
を行う場合に、再生に関する設定情報の同期を行いつつ
ステレオ再生を行わせることができるオーディオシステ
ムを提供する。
【解決手段】互に通信可能な２台以上のオーディオ機器
４－１１、４－１２、４－１２、４－１３、４－１５を
有し、オーディオシステム１０中の２台のオーディオ機
器の一方が親機、他方が子機としてステレオペアを設定
する。親機および子機を一体として、２チャンネルのオ
ーディオ信号の再生指示および停止指示、再生に関する
設定情報の入力を受け付ける操作手段を有する。親機は
、指示および設定情報に基づいて、２チャンネルのオー
ディオ信号を、子機に送信するとともに、そのうち一方
のチャンネルのオーディオ信号を遅延して再生する。子
機は、指示および設定情報に基づいて、親機から２チャ
ンネルのオーディオ信号を受信し、そのうち他方のチャ
ンネルのオーディオ信号を再生する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に通信可能な２台以上のオーディオ機器を有し、該オーディオシステム中の２台の
オーディオ機器の一方が親機、他方が子機としてステレオペアが設定されたオーディオシ
ステムであって、
　２チャンネルのオーディオ信号の再生／停止指示、または、該再生に関する設定情報の
入力を受け付ける操作手段を備え、
　前記親機は、前記指示または設定情報に基づいて、前記２チャンネルのオーディオ信号
を、前記子機に送信するとともに、そのうち一方のチャンネルのオーディオ信号を遅延し
て再生し、
　前記子機は、前記指示および設定情報に基づいて、前記親機から前記２チャンネルのオ
ーディオ信号を受信し、そのうち他方のチャンネルのオーディオ信号を再生する、
　オーディオシステム。
【請求項２】
　前記操作手段は、前記親機または子機に設けられた操作部が含まれ、
　前記親機または子機は、自身の操作部において入力が行われた前記指示または設定情報
を、他方のオーディオ機器に送信する請求項１に記載のオーディオシステム。
【請求項３】
　前記操作手段は、前記親機および子機と通信可能な制御端末装置であり、
　前記制御端末装置は、入力された前記指示または設定情報を、前記親機および子機に送
信する請求項１または請求項２に記載のオーディオシステム。
【請求項４】
　ステレオペアの子機として設定された他の第２オーディオ機器とネットワークで接続さ
れ、前記第２オーディオ機器との間で２チャンネルのオーディオ信号をステレオ再生する
、親機として設定されたオーディオ機器であって、
　前記第２オーディオ機器とデータ通信を行う通信制御部と、
　前記ステレオ再生に関する設定情報を記憶する記憶部と、
　前記オーディオ信号を再生する音声再生部と、
　前記２チャンネルのオーディオ信号の再生／停止指示、または、該再生に関する設定情
報を取得する取得部と、
　を備え、
　前記通信制御部は、前記取得部によって取得された前記指示または設定情報を前記第２
オーディオ機器に送信するとともに、前記２チャンネルのオーディオ信号を前記第２オー
ディオ機器に送信し、
　前記音声再生部は、前記指示または設定情報に基づいて、前記２チャンネルのオーディ
オ信号のうち、一方のチャンネルのオーディオ信号を所定時間だけ遅延させた遅延再生を
行う、
　オーディオ機器。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数のオーディオ機器がネットワークで接続されたオーディオシステム、
および、該オーディオシステムを構成するオーディオ機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　リビング、寝室などの各部屋に配置されたオーディオ機器などの複数の再生デバイスを
ＬＡＮなどのネットワーク（ホームネットワーク）に接続し、携帯端末装置において各オ
ーディオ機器における楽曲等のコンテンツの再生などを制御するオーディオシステムがあ
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る（たとえば、特許文献１参照）。特許文献１に記載のオーディオシステムでは、ユーザ
が、携帯端末装置において同期再生グループを設定し、同一グループに所属する複数のオ
ーディオ機器に同一コンテンツの同期再生を行わせる構成が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１０００８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のようなオーディオシステムでは、複数のオーディオ機器で同期再生を行わせるこ
とが可能であるが、各オーディオ機器で再生出力される音声は同一となってしまっていた
。たとえば、２つのオーディオ機器が所属するグループにおいて同期再生させる場合、再
生したいコンテンツがステレオ信号の場合であっても、各オーディオ機器が単一のスピー
カユニット（モノラルスピーカ）しか有していない場合、各オーディオ機器ではモノラル
出力しかすることができなかった。また、ステレオ再生を行う場合に、イコライザや音量
なども２つのオーディオ機器で同一の設定としたいとの要望もあった。
【０００５】
　この発明は、２つのオーディオ機器を組み合わせて同期再生を行う場合に、再生に関す
る設定情報の同期を行いつつステレオ再生を行わせることができるオーディオシステムお
よびオーディオ機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の側面によって提供されるオーディオシステムは、相互に通信可能な２台
以上のオーディオ機器を有し、該オーディオシステム中の２台のオーディオ機器の一方が
親機、他方が子機としてステレオペアが設定されている。２チャンネルのオーディオ信号
の再生／停止指示（コマンド）、または、該再生に関する設定情報（パラメータ）の入力
を受け付ける操作手段を有する。親機は、指示または設定情報に基づいて、２チャンネル
のオーディオ信号を、子機に送信するとともに、そのうち一方のチャンネルのオーディオ
信号を遅延して再生する。子機は、指示および設定情報に基づいて、親機から２チャンネ
ルのオーディオ信号を受信し、そのうち他方のチャンネルのオーディオ信号を再生する。
【０００７】
　上記発明において、操作手段は、親機または子機に設けられた操作部が含まれ、親機ま
たは子機は、自身の操作部において入力が行われた指示または設定情報を、他方のオーデ
ィオ機器に送信するようにしてもよい。
【０００８】
　上記発明において、操作手段は、親機および子機と通信可能な制御端末装置であり、制
御端末装置は、入力された指示または設定情報を、親機および子機に送信するようにして
もよい。
【０００９】
　本発明の第２の側面によって提供されるオーディオ機器は、ステレオペアの親機として
設定されている。そして、ステレオペアの子機として設定された他の第２オーディオ機器
とネットワークで接続され、前記第２オーディオ機器との間で２チャンネルのオーディオ
信号をステレオ再生する。オーディオ機器は、第２オーディオ機器とデータ通信を行う通
信制御部と、２チャンネルのオーディオ信号を再生する音声再生部と、２チャンネルのオ
ーディオ信号の再生／停止指示（コマンド）または再生に関する設定情報（パラメータ）
を取得する取得部と、を備える。通信制御部は、取得部によって取得された指示または設
定情報を第２オーディオ機器に送信するとともに、２チャンネルのオーディオ信号を第２
オーディオ機器に送信する。音声再生部は、指示または設定情報に基づいて、２チャンネ
ルのオーディオ信号のうち一方のチャンネルのオーディオ信号を所定時間だけ遅延させた
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遅延再生を行う。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、２つのオーディオ機器を組み合わせて同期再生を行う場合に、再生
に関する設定情報の同期を行いつつステレオ再生を行わせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】この発明が適用されるオーディオシステムの構成を示す図
【図２】携帯電話機のブロック図
【図３】オーディオ機器のブロック図
【図４】システム管理テーブルの一例を示す図
【図５】ステレオペア設定された２つのオーディオ機器のブロック図
【図６Ａ】オーディオ機器の制御部のステレオ再生処理（遅延再生処理）を示すフローチ
ャート
【図６Ｂ】オーディオ機器の制御部のステレオ再生処理（非遅延再生処理）を示すフロー
チャート
【図７Ａ】オーディオ機器の制御部のＲｃｈのステレオペア設定処理を示すフローチャー
ト
【図７Ｂ】オーディオ機器の制御部のＬｃｈのステレオペア設定処理を示すフローチャー
ト
【図８】オーディオ機器の制御部のステレオペア解除処理を示すフローチャート
【図９】ステレオペア設定されたオーディオ機器間のコマンドの送信形態を説明する説明
図
【図１０】コントローラの制御部の再生パラメータの更新処理および再生／停止コマンド
の送信処理を示すフローチャート
【図１１】オーディオ機器（親機）の制御部の再生パラメータの更新処理および再生／停
止コマンドの送信処理を示すフローチャート
【図１２】図１１は、オーディオ機器（子機）の制御部の再生パラメータの更新処理およ
び再生／停止コマンドの送信処理を示すフローチャート
【図１３】システム管理テーブルの一例を示す図
【図１４Ａ】同期再生時におけるグループに所属するオーディオ機器間のオーディオ信号
の送信形態を説明する説明図
【図１４Ｂ】同期再生時におけるグループに所属するオーディオ機器間のオーディオ信号
の送信形態を説明する説明図
【図１５Ａ】携帯電話機の操作画面の一例を示す図
【図１５Ｂ】携帯電話機の操作画面の一例を示す図
【図１６】携帯電話機の制御部のグループ設定処理を示すフローチャート
【図１７Ａ】同期再生時におけるグループに所属するオーディオ機器間のコマンドの送信
形態を説明する説明図
【図１７Ｂ】同期再生時におけるグループに所属するオーディオ機器間のコマンドの送信
形態を説明する説明図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、本発明が適用されるオーディオシステム１０の構成を示す図である。オーディ
オシステム１０は、有線ＬＡＮ２および無線ＬＡＮを含むネットワークで接続された複数
のオーディオ機器４（４－１１～４－１５）およびコントローラ１として機能する多機能
携帯電話機１を有している。各オーディオ機器４およびコントローラ１は、ネットワーク
を介して相互にオーディオ信号およびコマンドメッセージ（コマンド）の送受信を行う。
なお、オーディオシステム１０を構成する各オーディオ機器４は、有線ＬＡＮ機能および
２つの無線ＬＡＮ機能を有している。
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【００１３】
　オーディオシステム１０は、オーディオ機器４－１１～４－１５のうちグループ設定さ
れたオーディオ機器において同一コンテンツの同期再生が可能である。コンテンツは、た
とえば、楽曲である。コンテンツは、各オーディオ機器４－１１～４－１５が有するＣＤ
、ハードディスクなどに記憶されている楽曲データやＦＭ放送などから受信する楽曲デー
タがオーディオソースとなる。楽曲データのファイル形式は、例えば、ＭＰ３、ＷＡＶ、
ＳｏｕｎｄＶＱ（登録商標）、ＷＭＡ（登録商標）、ＡＡＣなどである。
【００１４】
　また、オーディオシステム１０は、オーディオ機器４－１１～４－１５のうちペア設定
（ステレオペア設定）されたオーディオ機器において同一コンテンツの同期再生における
ステレオ再生が可能である。たとえば、オーディオ機器４－１３，４－１４がステレオペ
ア設定された場合、ステレオ再生として、同一コンテンツの楽曲データ（オーディオ信号
）に含まれる右チャンネルのオーディオ信号がオーディオ機器４－１３のスピーカ６１か
ら出力され、左チャンネルのオーディオ信号がオーディオ機器４－１４のスピーカ６１か
ら出力される。なお、ステレオペア設定は、同期再生のグループ設定とは異なる処理であ
る。以下、ステレオペア設定におけるステレオでの同期再生をステレオ再生とし、グルー
プ設定における同期再生を同期再生と表現して区別する。なお、グループ設定および同期
再生については後述する。
【００１５】
　オーディオシステム１０を構成する各オーディオ機器４は、上述したように有線ＬＡＮ
機能および２つの無線ＬＡＮ機能を有している。オーディオ機器４は、２つの無線ＬＡＮ
機能の一方を用いてアクセスポイントを起動することができる。オーディオ機器４によっ
て起動されたアクセスポイントは内部アクセスポイント４Ａと呼ばれる。内部アクセスポ
イント４Ａには、下位のオーディオ機器４が接続される。内部アクセスポイント４Ａは、
通常は（後述のイニシャル接続時以外は）ステルスモードで動作しており、他の機器から
はその存在を検出されないようになっている。もう一方の無線ＬＡＮ機能は、無線ＬＡＮ
の子機として機能し、上位のオーディオ機器４の内部アクセスポイント４Ａ、または、外
部アクセスポイント３のいずれかに接続される。
【００１６】
　有線ＬＡＮ２には、アクセスポイント（外部アクセスポイント）３およびオーディオ機
器４－１１が接続されている。オーディオ機器４－１２，４－１３および４－１４は、そ
れぞれ上位のオーディオ機器４－１１，４－１２の内部アクセスポイント４Ａ－１１，４
４Ａ－１２に無線ＬＡＮで接続されている。オーディオ機器４－１５は、外部アクセスポ
イント３に接続されている。また、コントローラ１は、外部アクセスポイント３を介して
各オーディオ機器４と通信する。
【００１７】
　有線ＬＡＮ２は、たとえばＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標：ＩＥＥＥ８０２．３）が用い
られればよく、無線ＬＡＮは、Ｗｉ－Ｆｉ（ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ）が用いられればよ
い。
【００１８】
　各オーディオ機器４は、有線ＬＡＮ２に対する接続の形態に応じてルート機器、ノード
機器、リーフ機器、および、ブランチ機器と呼ばれる。ルート機器は、有線ＬＡＮ２に直
接（ケーブルで）接続されている最上位の機器である。図１では、オーディオ機器４－１
１がルート機器である。ルート機器は、オーディオシステム１０の構築時に最初に登録さ
れたオーディオ機器であり、オーディオシステム１０の基点となる。ルート機器は、下位
のオーディオ機器４をネットワークに接続してオーディオシステム１０に参加させるため
の内部アクセスポイント４Ａを起動する。
【００１９】
　ノード機器は、無線ＬＡＮによってルート機器（ルート機器の内部アクセスポイント４
Ａ）に接続されている中位の機器である。図１では、オーディオ機器４－１２がノード機
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器である。ノード機器は、下位のオーディオ機器４をネットワークに接続してオーディオ
システム１０に参加させるための内部アクセスポイント４Ａを起動する。
【００２０】
　リーフ機器は、無線ＬＡＮによってノード機器（ノード機器の内部アクセスポイント４
Ａ）に接続されている下位の機器である。図１では、オーディオ機器４－１３，４－１４
がリーフ機器である。
【００２１】
　このオーディオシステムでは、高品質のオーディオ信号の伝送のため、ルート機器には
２台までのノード機器の接続が許可される。また、各ノード機器には２台までのリーフ機
器の接続が許可される。また、内部アクセスポイント４Ａを用いた接続の階層は、ルート
機器－ノード機器－リーフ機器の３階層までとする。したがって、ルート機器を頂点とす
る無線ＬＡＮのツリーにより、ルート機器を含めて７台までのオーディオ機器を接続する
ことができる。ただし本発明において、ツリーの階層の数、および、各オーディオ機器４
に接続可能な下位の機器の台数は、この実施形態に限定されない。
【００２２】
　ブランチ機器は、上記のツリーとは別に外部アクセスポイント３に無線ＬＡＮで接続さ
れ有線ＬＡＮ２を経由してオーディオシステム１０内の他のオーディオ機器４と通信する
オーディオ機器４である。図１では、オーディオ機器４－１５がブランチ機器である。オ
ーディオシステム１０において、ブランチ機器の台数に制限はない。なお、リーフ機器お
よびブランチ機器は、内部アクセスポイント４Ａを起動しない。
【００２３】
　携帯電話機１はオーディオシステム制御プログラム７０（図２参照）が起動されること
によりオーディオシステムコントローラ（以下、コントローラ）１として機能する。携帯
電話機１（コントローラ１）は、オーディオシステム１０に所属するオーディオ機器４と
ネットワークを介して通信する。コントローラ１は、この通信により、そのオーディオシ
ステム１０内で再生されるオーディオソース（たとえば、どのオーディオ機器４の楽曲を
どのオーディオ機器４に配信するかなど）やその音量などを制御する。さらに、コントロ
ーラ１として、同期再生を行うグループ設定も行う。
【００２４】
　次に、図２のブロック図を参照して、携帯電話機１の構成を説明する。携帯電話機１は
、いわゆるスマートフォンと言われる多機能電話機である。携帯電話機１は、携帯通信網
である３Ｇ／４Ｇ通信機能、無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）通信機能、および、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）通信機能を有している。携帯電話機１は、アプリケーションプログラ
ムであるオーディオシステム制御プログラム７０を起動することにより、コントローラ１
として機能し、アクセスポイント３経由でオーディオシステム１０のオーディオ機器４と
通信し、ユーザの操作に応じた再生などのコマンドメッセージをオーディオ機器４に送信
してオーディオシステム１０を制御する。
【００２５】
　携帯電話機１は、バス２６上に、制御部２０、操作部３０、メディアインタフェース３
１、Ｗｉ－Ｆｉ通信回路３２、３Ｇ／４Ｇ通信回路３３、および、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）通信部３４を有している。制御部２０は、ＣＰＵ２１、ＲＯＭ（フラッシュメ
モリ）２２、ＲＡＭ２３、画像プロセッサ２４および音声プロセッサ２５を含んでいる。
画像プロセッサ２４には、ビデオＲＡＭ（ＶＲＡＭ）４０が接続され、ＶＲＡＭ４０には
表示部４１が接続されている。表示部４１は液晶のディスプレイを含んでいる。ディスプ
レイには、待ち受け画面や電話番号などが表示される。また、コントローラ１として機能
する場合は、オーディオ機器４を制御するための画面が表示される。音声プロセッサ２５
には、Ｄ／Ａコンバータを含むアンプ４２が接続され、アンプ４２にはスピーカ１６が接
続されている。
【００２６】
　画像プロセッサ２４は、待ち受け画面や電話番号等などの種々の映像を生成するＧＰＵ
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（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ，グラフィックス・プロセッシン
グ・ユニット）を備えている。画像プロセッサ２４は、オーディオシステム制御プログラ
ム７０が起動された場合には、ＣＰＵ２１の指示に従ってオーディオコントローラの画像
を生成し、これをＶＲＡＭ４０上に展開する。ＶＲＡＭ４０上に展開された画像は表示部
４１に表示される。
【００２７】
　音声プロセッサ２５は、通話音声をエンコード／デコードするＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ：デジタル・シグナル・プロセッサ）を有している
。音声プロセッサ２５は、デコード／生成した音声をアンプ４２に出力する。アンプ４２
は、この音声信号を増幅してスピーカ１６に出力する。
【００２８】
　無線ＬＡＮ通信回路３２は、ルータ２との間でＩＥＥＥ８０２．１１ｇなどの規格で無
線通信を行い、アクセスポイント３を介してオーディオ機器４と通信する。３Ｇ／４Ｇ通
信回路３３は、携帯電話通信網を介して、音声通話およびデータ通信を行う。Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ通信部３４は、他のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ対応機器と通信し、例えばオーディオ信
号の送受信等を行う。
【００２９】
　操作部３０は、表示部４１上に形成されたタッチパネル３０Ａ（図１５参照）を含み、
タッチパネル３０Ａ上のタッチ操作、フリック操作を検出する。オーディオシステム制御
プログラム７０が起動されると、表示部４１には、セットアップボタン、スキャンボタン
などの複数の操作子が表示される。操作部３０は、タッチパネル３０Ａでユーザのタッチ
操作およびその座標を検出し、どの操作子が操作されたかを判断する。
【００３０】
　メディアインタフェース３１にはメモリカード１５が接続される。メモリカード１５は
、たとえばマイクロＳＤカードである。オーディオシステム制御プログラム７０は、メモ
リカード１５またはＲＯＭ２２に保存される。この実施形態では、図２に示したように、
オーディオシステム制御プログラム７０はメモリカード１５に保存されるものとする。な
お、オーディオシステム制御プログラム７０は、３Ｇ／４Ｇまたは無ＬＡＮのデータ通信
によってダウンロードされてもよく、ＲＯＭ２２またはメモリカード１５に予め記憶され
ていてもよい。また、メモリカード１５には、オーディオシステム１０の構成（システム
管理テーブル）を記憶する記憶エリア７１が設定される。
【００３１】
　ＲＯＭ２２には、この携帯電話機１の通話やアプリケーションプログラムを実行するた
めの基本プログラムが記憶されている。また、ＲＯＭ２２はフラッシュメモリであり、基
本プログラムのほか、ダウンロードされたアプリケーションプログラムなどを記憶するこ
とも可能である。ＲＡＭ２３には、ＣＰＵ２０がオーディオシステム制御プログラム７０
を実行する際に使用されるワークエリアが設定される。
【００３２】
　次に図３を参照してオーディオ機器４の構成について説明する。オーディオ機器４は、
制御部５０、オーディオ処理部５１、操作部５９、メモリ６０、点灯回路６１、ＬＥＤ６
２、およびスピーカ６３を有するとともに、２つの無線ＬＡＮ通信部（ＲＦモジュール）
５６、５７および有線ＬＡＮ通信部５８を有している。操作部５９は、コネクトボタン５
９Ａ、再生／停止ボタン５９Ｂ、ボリュームアップボタン５９Ｃおよびボリュームダウン
ボタン５９Ｄを有している。制御部５０は、ＣＰＵおよびメモリを含み、オーディオシス
テムプログラム５０Ａを記憶している。制御部５０は、オーディオシステムプログラム５
０Ａにより、オーディオ処理部５１、無線ＬＡＮ通信部５６、５７、有線ＬＡＮ通信部５
８、および点灯回路６１の動作を制御する。また、制御部５０は、コネクトボタン５９Ａ
が押下されたとき、このオーディオ機器４をネットワーク（オーディオシステム１０）に
接続するための動作であるイニシャル接続動作を実行する。イニシャル接続動作について
は詳細説明は省略する。
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【００３３】
　さらに、制御部５０は、再生／停止ボタン５９Ｂが押下されたときオーディオ処理部５
１などを制御してオーディオソースの再生動作を実行する。また、制御部５０は、ボリュ
ームアップボタン５９Ｃおよびボリュームダウンボタン５９Ｄが押下されたときオーディ
オ処理部５１を制御してオーディオソースの音量のアップおよびダウンを行う。また、制
御部５０は、再生／停止ボタン５９Ｂとボリュームアップボタン５９Ｃとが同時に長押し
（たとえば３秒間押下）されたとき、Ｒｃｈ（右チャンネル）用のステレオペア設定を実
行する。さらに、制御部５０は、再生／停止ボタン５９Ｂとボリュームダウンボタン５９
Ｄとが同時に長押し（たとえば３秒間押下）されたとき、Ｌｃｈ（左チャンネル）用のス
テレオペア設定を実行する。ステレオペア設定については後述する。
【００３４】
　また、オーディオシステムプログラム５０Ａを実行することにより、コンテンツの同期
再生を制御するマスタとなる同期再生コントローラとしても機能する。
【００３５】
　無線ＬＡＮ通信部５６は、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇなどの無線ＬＡＮ規格でアクセスポ
イント３および上位のオーディオ機器４と無線通信を行う。また、他の無線ＬＡＮ通信部
５７は、アクセスポイント（内部アクセスポイント４Ａ）として起動され、下位のオーデ
ィオ機器を有線ＬＡＮ２に中継する。たとえば、オーディオ機器４－１１の無線ＬＡＮ通
信部５７であれば、下位のオーディオ機器４－１２を有線ＬＡＮ２に中継する。また、無
線ＬＡＮ通信部５７は、このオーディオ機器４のイニシャル接続時にもイニシャル接続用
の仮アクセスポイントとして起動され、コントローラ１（携帯電話機１）と通信する。イ
ニシャル接続時の動作は後述する。なお、２つの無線ＬＡＮ通信部５６、５７は、１つの
ハードウェアを時分割で動作させて実現してもよい。
【００３６】
　有線ＬＡＮ通信部５８は、ケーブルコネクタを有し、ＩＥＥＥ８０２．３などの通信規
格で有線ＬＡＮ２－アクセスポイント３を介した通信を行う。アクセスポイント３には、
携帯電話機１をハードウェアとするコントローラ１が接続されており、制御部５０は、有
線ＬＡＮ２または無線ＬＡＮを経由してコントローラ１と通信し、動作状態を送信したり
、コマンドメッセージを受信したりする。また、制御部５０は、同期再生を行う際、ネッ
トワークを経由して他のオーディオ機器４と必要なデータの送受信を行う。
【００３７】
　内部アクセスポイント４ＡのＳＳＩＤおよびパスワードは、無線ＬＡＮ通信部５７のＭ
ＡＣアドレスから割り出し可能な文字列にされている。たとえば、ＭＡＣアドレスをオク
テット表現したものをＳＳＩＤとし、下３オクテット（機種ＩＤ＋シリアル番号）をパス
ワードとするなどである。これにより、新たにオーディオシステムに参加するオーディオ
機器は、ＳＳＩＤに基づいて、すなわち、ＭＡＣアドレスのベンダーＩＤおよび機種ＩＤ
に基づいて、内部アクセスポイント４Ａを発見することができ、且つ、自らパスワードを
生成してその内部アクセスポイント４Ａに接続することができる。これにより、内部アク
セスポイント４Ａに接続する場合の、ユーザによるＳＳＩＤ、パスワードの入力を省略す
ることができる。なお、内部アクセスポイント４ＡのＳＳＩＤ、パスワードの生成方式は
上記のものに限定されない。
【００３８】
　オーディオ処理部５１は、チューナ５２、オーディオ回路５３、バッファ５４およびパ
ワーアンプ５５を有している。チューナ５２は、ＦＭ放送またはインターネットからオー
ディオ信号を受信してオーディオ回路５３に入力する。オーディオ回路５３は、入力され
たオーディオ信号に対してイコライズ、音量調整などの処理を行う。また、オーディオ回
路５３は、ステレオペア設定中、ぺアとなる他のオーディオ機器４とのステレオ再生のた
め、入力されたオーディオ信号からＲｃｈおよびＬｃｈのオーディオ信号を分離する。
【００３９】
　たとえば、このオーディオ機器４がステレオペア設定においてＲｃｈ設定であった場合
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、オーディオ回路５３は、入力されたオーディオ信号からＲｃｈのオーディオ信号を分離
する。
【００４０】
　そして、オーディオ回路５３は、処理したオーディオ信号を、バッファ５４を経由して
、または、バッファ５４を経由せずにパワーアンプ５５に出力する。バッファ５４を経由
するか否かは、このオーディオ機器４の同期再生のグループの所属状態（マスタ／スレー
ブ設定）、ステレオペア設定の状態（親機／子機設定）に応じて決定される。詳細は後述
する。
【００４１】
　また、オーディオ回路５３は、同期再生などのため他のオーディオ機器４に送信するべ
く、処理したオーディオ信号を通信部５６，５７，５８に出力可能である。さらに、オー
ディオ回路５３は、同期再生などのため他のオーディオ機器４から送信されたオーディオ
信号も通信部５６，５７，５８を経由して入力される。
【００４２】
　バッファ５４は、オーディオ信号を一時的に記憶するメモリであり、ステレオペア設定
中において、パワーアンプ５５への出力を所定時間だけ遅延させて、ぺアとなる他のオー
ディオ機器４との再生を同期させる。遅延時間は、オーディオ再生における他のオーディ
機器４との通信遅延時間分が設定される。
【００４３】
　パワーアンプ５５は、入力されたオーディオ信号を増幅し、外部接続されているスピー
カ６３に出力する。スピーカ６１は、たとえばモノラルスピーカであり、入力されたオー
ディオ信号を音響として放音する。メモリ６０は、たとえばＥＥＰＲＯＭであり、オーデ
ィオシステム１０の構成（システム管理テーブル）などの情報を記憶する。
【００４４】
　また、点灯回路６１は、ＬＥＤ６２を点灯させる。たとえば、オーディオ機器４の起動
中に点灯し、起動している状態をユーザに報知する。本実施形態では、オーディオ機器４
の起動中、再生／停止ボタン５９Ｂのみを長押し（たとえば３秒間）することによって、
このオーディオ機器４のステレオペア設定の再生チャンネルの状態を報知する点灯が行わ
れる。Ｒｃｈ設定の場合、短い点滅間隔でＬＥＤ６２が点滅し、Ｌｃｈの場合、Ｒｃｈの
場合よりも長い点滅間隔でＬＥＤ６２が点滅する。制御部５０は、後述するシステム管理
テーブルのステレオペア設定の情報に基づいて上記点滅動作を制御する。なお、再生チャ
ンネルの報知は、ＬＥＤ６２を用いなくてもよく、たとえばスピーカ６２から再生チャネ
ルを特定できる態様の音響を放音するようにしてもよい。
【００４５】
　なお、オーディオ機器４－１１～４－１５は、それぞれ異なる機器であってよいが、通
信機能およびオーディオ信号処理機能の基本的な構成は図３に示したものである。
【００４６】
　図４はシステム管理テーブルの一例を示す図である。オーディオシステム１０を構成す
る各オーディオ機器４およびコントローラ１はそれぞれシステム管理テーブルを記憶して
いる。システム管理テーブルには、オーディオシステム１０に所属するオーディオ機器４
の接続位置、機種、上下のＭＡＣアドレス、内部アクセスポイントのＳＳＩＤ、ステレオ
ペア設定、グループ設定、再生パラメータ、および、外部アクセスポイントなどが書き込
まれる。接続位置は、上述した有線ＬＡＮ２に対する接続形態であり、ルート、ノード、
リーフまたはブランチの値を持つ。上下のＭＡＣアドレスは、２つの無線ＬＡＮ通信部５
６，５７のＭＡＣアドレスであり、無線ＬＡＮにおいて機器を識別する情報となる。
【００４７】
　ステレオペア設定（ペア設定情報）は、ステレオ再生するペアとなる２つのオーディオ
機器４に関する情報となる。具体的には、ペア番号、親子関係および再生チャンネル（Ｒ
ｃｈ，Ｌｃｈ）の情報が書き込まれる。ペア番号は、いずれのオーディオ機器４がペアで
あるかを特定する番号である。親子関係は、ペアとなる２つのオーディオ機器４のいずれ
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が親機であるか子機であるかを特定する情報である。再生チャンネルは、ペアとなる２つ
のオーディオ機器４のいずれがＲｃｈのオーディオ信号を再生するか、Ｌｃｈのオーディ
オ信号を再生するかを特定する情報である。本実施形態では、これらの情報が数値情報と
して（ペア番号，再生チャンネル，親子関係）の順に記述されている。
【００４８】
　たとえば、図４では、ペア番号１のリーフ１，２（オーディオ機器４－１３，４－１４
）がステレオペア設定されている状態が例示されている。オーディオ機器４－１３が親機
のＲｃｈとして設定され、オーディオ機器４－１４が子機のＬｃｈとして設定されている
。オーディオ機器４－１３，４－１４は、ステレオペア設定に基づいて親機のオーディオ
ソース（コンテンツ）をステレオ再生する。
【００４９】
　また、親機／子機の設定は、各オーディオ機器４の接続位置によって決定される。接続
位置には優先順位が対応付けられている。この実施形態では、優先度の高い順からルート
（有線接続）、ブランチ（アクセスポイントなどルータ接続）、ノード、リーフとなって
いる。したがって、接続位置が本発明の優先順位情報に対応する。なお、優先順位が等し
い場合は、たとえばＲｃｈ設定のオーディオ機器４を親機とすればよい。また、優先順位
は、適宜設定すればよく、また優先順位に基づいて親機／子機の設定を行わなくてもよい
。例えば、ユーザ側で親機および子機の設定入力を行うようにしてもよい。
【００５０】
　次に、グループ設定は、オーディオシステム１０において、同期再生を行うグループに
所属するオーディオ機器４に関する情報となる。上述したステレオペア設定は、ペアとな
る２つのオーディオ機器４が組み合わせられたステレオでの同期再生であるが、グループ
に所属するオーディオ機器４による同期再生は、単に同一のオーディオソースでの同期再
生である。なお、図４では、グループ設定されているオーディオ機器４がない状態が例示
されている。
【００５１】
　再生パラメータは、各オーディオ機器４の再生に関する設定情報となる。たとえば、イ
コライザおよび音量の設定情報が含まれる。なお、ステレオ設定された親機および子機で
は、親機の再生パラメータが共通の再生パラメータとなるので、親機および子機の再生パ
ラメータは同一内容となる。図４で例示されているオーディオ機器４－１３（親機）とオ
ーディオ機器４－１４（子機）は、同一の再生パラメータである。
【００５２】
　次に、外部アクセスポイント情報は、コントローラ１またはブランチ機器４が接続して
いる外部アクセスポイントに関する情報であり、この外部アクセスポイントのＳＳＩＤ、
パスワードなどが書き込まれる。なお、システム管理テーブルの記憶内容は図４に示した
ものに限定されない。
【００５３】
　システム管理テーブルは、オーディオシステム１０を制御するコントローラ１が作成し
、各オーディオ機器４に配信する。したがって、各オーディオ機器４－１１～１５の制御
部５０は、図４のシステム管理テーブルを記憶している。また、オーディオシステム管理
テーブルの各情報は、コントローラ１およびオーディオ機器４が更新する。
【００５４】
　コントローラ１は、最初のオーディオ機器４－１１をルート機器として登録することで
オーディオシステム１０を構築し、その後このオーディオシステム１０に２台目以降のオ
ーディオ機器４－１２などを追加することができる。また、コントローラ１は、ユーザか
らグループの登録の操作入力があった場合に、グループ設定を更新し、各オーディオ機器
４に送信する。
【００５５】
　なお、ステレオペア設定については、コントローラ１を操作しての登録ではなく、ペア
としたいオーディオ機器４に対する操作によって行われる。コントローラ１は、新たに設
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定されたステレオペア設定の情報を、親機となるオーディオ機器４から受信することで、
システム管理テーブルのステレオペア設定を更新し、その後に各オーディオ機器４送信す
る。
【００５６】
　次に、図５のブロック図を参照してステレオ再生について説明する。図５では、図４で
例示されているようにオーディオ機器４－１３が、親機およびＲｃｈ設定であり、オーデ
ィオ機器４－１４が、子機およびＬｃｈ設定となっている。以下、親機４－１３、子機４
－１４とする場合がある。なお、親機４－１３および子機４－１４は、グループに所属し
ていない状態である。
【００５７】
　ステレオ再生では、親機４－１３が有するオーディオソースのオーディオ信号の再生が
行われる。たとえば、親機４－１３のチューナ５２で受信したＦＭ放送のオーディオ信号
をステレオ再生する。ＦＭ放送のオーディオ信号には、ＲｃｈおよびＬｃｈの２チャンネ
ルのオーディオ信号が含まれる。以下、２チャンネルのオーディオ信号が含まれる場合は
、オーディオ信号（Ｒ／Ｌ）とし、１チャンネルのオーディオ信号だけの場合は、オーデ
ィオ信号（Ｒ）またはオーディオ信号（Ｌ）とする場合がある。
【００５８】
　親機４－１３において、チューナ５２からオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を受信したオーデ
ィオ回路５３は、入力されたオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）に対してイコライズ、音量調整な
どの処理を行って２つに分配する。そして、親機４－１３のオーディオ回路５３は、その
うちの一つのオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）に対してＲｃｈのオーディオ信号（Ｒ）を分離し
てバッファ５４に出力する。また、親機４－１３のオーディオ回路５３は、分配したオー
ディオ信号（Ｒ／Ｌ）を無線ＬＡＮ通信部５６に出力する。親機４－１３の無線ＬＡＮ通
信部５６は、オーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を、子機４－１４（無線ＬＡＮ通信部５６）にデ
ータ送信する。
【００５９】
　子機４－１４の無線ＬＡＮ通信部５６は、受信したオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を、オー
ディオ回路５３に出力する。子機４－１４のオーディオ回路５３は、オーディオ信号（Ｒ
／Ｌ）に対してＬｃｈのオーディオ信号（Ｌ）を分離して、バッファ５４を経由せず、パ
ワーアンプ５５に出力する。
【００６０】
　親機４－１３では、バッファ５４による遅延によって、オーディオ信号（Ｒ）のスピー
カ６６からの出力タイミングを、子機４－１４のスピーカ６１からの出力タイミングに同
期させている。すなわち、親機４－１３から子機４－１４へのオーディオ信号の送信によ
る遅延時間分（所定時間）がバッファ５４によって調整される。したがって、最終的に、
親機４－１３および子機４－１４のスピーカ６１，６１からＲｃｈおよびＬｃｈの音響が
同期した状態で出力される。なお、ステレオ再生におけるバッファ５４経由での再生を遅
延再生とし、バッファ５４経由しない再生を非遅延再生とする。
【００６１】
　図６は、上述のステレオ再生処理を示すフローチャートを示す。図６（Ａ）は、遅延再
生処理を示すフローチャートであり、図６（Ｂ）は非遅延再生処理を示すフローチャート
である。ステレオ再生処理は、たとえば、ユーザがコントローラ１を操作し、指定された
オーディオソースの再生操作コマンドをコントローラ１から親機が受信した場合に実行さ
れる。なお、コントローラ１において、ステレオペア設定中の子機は再生操作の対象とし
ては除外される。
【００６２】
　上述と同様に、オーディオ機器４－１３を親機４－１３（Ｒｃｈ）とし、オーディオ機
器４－１４を子機４－１４（Ｌｃｈ）とし、親機４－１３のＦＭ放送のオーディオソース
（オーディオ信号）を再生する例について、ステレオ再生処理を説明する。
【００６３】
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　親機４－１３は、ＦＭ放送のオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を受信し（ステップＳ１０）、
２つに分配する（ステップＳ１１）。次に、親機４－１３は、分配した一方のオーディオ
信号（Ｒ／Ｌ）をＲｃｈについて抽出すると共に、受信したオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を
子機４－１３に送信する（ステップＳ１２）。その後、親機４－１３は、分離したオーデ
ィオ信号（Ｒ）をバッファ５４経由でパワーアンプ５５に向けて出力する（ステップＳ１
３）。
【００６４】
　一方、子機４－１４は、親機４－１３からオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を受信し（ステッ
プＳ２０）、オーディオ信号（Ｒ／Ｌ）をＬｃｈについて分離する（ステップＳ２１）。
その後、子機４－１４は、分離したオーディオ信号（Ｌ）を、バッファ５４を経由せずに
パワーアンプ５５に向けて出力する（ステップＳ２２）。
【００６５】
　そして、親機４－１３および子機４－１４は、再生が停止されるまで上記処理を繰り返
し実行してステレオ再生を行う。なお、親機をＬｃｈ、子機をＲｃｈの設定としてもよい
。
【００６６】
　次に、図７に示すフローチャートを参照してステレオペア設定処理について説明する。
図７（Ａ）は、Ｒｃｈのステレオペア設定処理を示すフローチャートである。図７（Ｂ）
は、Ｌｃｈのステレオペア設定処理を示すフローチャートである。各ステレオペア設定処
理では、ペアとなる２つのオーディオ機器４を特定し、親機および子機の設定およびＲ／
Ｌｃｈの設定が行われる。
【００６７】
　Ｒｃｈのステレオペア設定処理は、Ｒｃｈでステレオペア設定させたいオーディオ機器
４の再生／停止ボタン５９Ｂおよびボリュームアップボタン５９Ｃを同時に長押しした場
合に実行される。一方、Ｌｃｈのステレオペア設定処理は、Ｌｃｈでステレオペア設定さ
せたいオーディオ機器４の再生／停止ボタン５９Ｂおよびボリュームダウンボタン５９Ｄ
を同時に長押しした場合に実行が開始される。すなわち、ステレオペア設定におけるＲ／
Ｌｃｈの設定は、上述したようにいずれの組合せのボタンを長押しするかによってステレ
オペア設定処理の開始時に決定される。
【００６８】
　以下、オーディオ機器４－１３の再生／停止ボタン５９Ｂおよびボリュームアップボタ
ン５９Ｃを同時に長押しし、オーディオ機器４－１４の再生／停止ボタン５９Ｂおよびボ
リュームダウンボタン５９Ｄを同時に長押しした場合を例として説明する。
【００６９】
　オーディオ機器４－１３は、システム管理テーブルから自身の接続位置（優先順位情報
）、ＭＡＣアドレス１（識別情報）および再生パラメータ、他のオーディオ機器４－１１
，４－１２，４－１５のＭＡＣアドレス１を取得する（ステップＳ３０）。そして、オー
ディオ機器４－１３は、取得した接続位置、ＭＡＣアドレス１および再生パラメータを含
む待受通知を、オーディオシステム１０内の他のオーディオ機器４－１１，４－１２，４
－１５に向けてマルチキャストで送信する（ステップＳ３１）。
【００７０】
　一方、オーディオ機器４－１４は、マルチキャストで送信された待受通知を受信し（ス
テップＳ４０）、受信した接続位置と、自身の接続位置とを比較して親子関係を決定する
（ステップＳ４１）。オーディオ機器４－１３，４－１４では、同じリーフで優先順位と
しては同じであるため、Ｒｃｈ設定となるオーディオ機器４－１３が親機に決定される。
【００７１】
　次に、オーディオ機器４－１４は、自身のシステム管理テーブルを更新する（ステップ
Ｓ４２）。具体的には、ステレオペア設定の情報が更新される。さらに、オーディオ機器
４－１３が親機になる場合には、待受通知とともに受信した再生パラメータを、自身の再
生パラメータとして自身のシステム管理テーブルを更新する。一方、オーディオ機器４－
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１３が子機になる場合には再生パラメータの更新は行わない。その後、オーディオ機器４
－１４は、親子関係、自身の再生パラメータおよび自身のＭＡＣアドレス１を含む応答通
知（ＡＣＫ）を、ユニキャストでオーディオ機器４－１３に送信する（ステップＳ４３）
。
【００７２】
　その後、オーディオ機器４－１３は、応答通知を受信し（ステップＳ３２）、上述と同
様にステレオペア設定の情報について自身のシステム管理テーブルを更新する（ステップ
Ｓ３３）。この場合も、オーディオ機器４－１４が親機になる場合には、応答通知ととも
に受信した再生パラメータを自身の再生パラメータとして自身のシステム管理テーブルを
更新する。一方、オーディオ機器４－１４が子機になる場合には再生パラメータの更新は
行わない。このようにして、システム管理テーブルにおけるステレオ設定が図４に示すよ
うな情報に更新される。
【００７３】
　その後、たとえば、上述のステレオペア設定処理後、親機４－１３は、コントローラ１
にシステム管理テーブルの更新情報を送信する。
【００７４】
　なお、オーディオ機器４－１３は、ステップＳ３１においてマルチキャストでの送信を
行っているが、たとえば５分間繰り返してマルチキャスト送信を行って、応答通知がなけ
ればタイムアウトとして処理を終了すればよい。また、オーディオ機器４－１４において
も、たとえば、Ｌｃｈのステレオペア設定処理を開始して５分間、待受通知を受信しなか
った場合にはタイムアウトとして処理を終了すればよい。
【００７５】
　また、Ｒ／Ｌｃｈのステレオペア設定処理は、タイムアウトとならないタイミングで開
始すれば、いずれが先に開始されてもよい。
【００７６】
　さらに、上述のステレオペア設定処理では、優先順位情報を待受通知に含めて送信して
相手のオーディオ機器４において親子関係を決定しているが、各オーディオ機器４が全て
のオーディオ機器４の優先順位情報を記憶している場合には、各オーディオ機器で親子関
係を決定するようにしてもよい。この場合、待受通知に接続位置の情報を含めなくてもよ
い。また、応答通知に親子関係を含めなくてもよい。さらに、再生パラメータも、各オー
ディオ機器４が全てのオーディオ機器４の再生パラメータを記憶している場合には、待受
通知および応答通知に含めなくてもよい。
【００７７】
　次に、図８に示すフローチャートを参照してステレオペア解除処理について説明する。
ステレオペア解除処理では、現在設定されているステレオペア設定が解除（リセット）さ
れる。この処理は、親機または子機で解除操作を行うことで開始される。たとえば、親機
または子機の再生／停止ボタン５９Ｂおよびボリュームアップボタン５９Ｃを同時に長押
しした場合に長押しされた親機（または子機）によって実行が開始される。以下、上述の
図４の例を用いて子機４－１４が再生／停止ボタン５９Ｂおよびボリュームアップボタン
５９Ｃを同時に長押しした場合について説明する。
【００７８】
　子機４－１４は、解除通知をユニキャストで親機４－１３に送信する（ステップＳ５０
）。次に、子機４－１４は、自身のシステム管理テーブルを更新する（ステップＳ５１）
。具体的には、親機４－１３および子機４－１４に関するステレオペア設定の情報が削除
される。なお、ステップＳ５１において、再生パラメータをステレオ設定される前の自身
の再生パラメータに戻すようにしてもよい。この場合、ステレオ設定される前の再生パラ
メータを別の記憶領域に記憶しておけばよい。
【００７９】
　一方、親機４－１３は、解除通知を受信し（ステップＳ６０）、上述と同様に自身のシ
ステム管理テーブルを更新する（ステップＳ６１）。なお、解除通知を送信してきた子機
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４－１４へは応答通知は必要ない。これにより、親機４－１３および子機４－１４がネッ
トワークから切断されて通信不能である場合であっても、互いのステレオペア設定を解除
することができる。
【００８０】
　たとえば、親機４－１３がネットワークから切断されていた場合、子機４－１４からの
解除通知を受信できないが、図８に示すように子機４－１４自身は、設定を解除できる。
一方、親機４－１３では、別途、ユーザが親機４－１３の再生／停止ボタン５９Ｂおよび
ボリュームアップボタン５９Ｃを同時に長押しすることで設定が解除される。
【００８１】
　次に、図９～図１２を参照してステレオペア設定されているオーディオ機器４の再生パ
ラメータの更新処理および再生／停止コマンドの送信処理について説明する。図９は、ス
テレオペア設定されたオーディオ機器間のコマンドの送信形態を説明する説明図である。
図１０は、コントローラ１による再生パラメータの更新処理および再生／停止コマンドの
送信処理を示すフローチャートである。図１１は、親機による再生パラメータの更新処理
および再生／停止コマンドの送信処理を示すフローチャートである。図１２は、子機によ
る再生パラメータの更新処理および再生／停止コマンドの送信処理を示すフローチャート
である。
【００８２】
　本実施形態では、ユーザが、ステレオペア設定された親機および子機の操作部５９（ボ
リュームアップボタン５９Ｃおよびボリュームダウンボタン５９Ｄなど）、または、コン
トローラ１の操作部３０（タッチパネル３０Ａ）を操作することによってステレオ設定さ
れているオーディオ機器４の再生パラメータの設定を変更することが可能である。ステレ
オペア設定の場合、親機および子機は同一の再生パラメータとなるので、変更内容は親機
および子機の再生パラメータの両方に反映される。
【００８３】
　再生／停止コマンドは、コンテンツの再生、停止（一時停止含む）の指示である。再生
／停止コマンドを受信したオーディオ機器４は、コマンドに従って再生などを開始する。
ステレオペア設定されている場合、ユーザによる親機および子機の操作部５９（再生／停
止ボタン５９Ｂ）、または、コントローラ１の操作部３０（タッチパネル３０Ａ）の操作
に応じて再生／停止コマンドが発生する。
【００８４】
　本実施形態の再生パラメータの更新処理および再生／停止コマンドの送信処理は、コン
トローラ１、親機および子機のいずれの操作部３０，５９でユーザの操作が行われたかに
よって処理手順が異なる。なお、コントローラ１においては、各オーディオ機器４の再生
パラメータの設定変更が可能であるが、子機に対する再生パラメータの更新、子機のみに
対する再生／停止の操作は受け付けられない。コントローラ１における表示態様として、
子機は、親機と一体に扱われるためである。
【００８５】
　たとえば、図９に示すように、オーディオ機器４－１３が親機４－１３であり、オーデ
ィオ機器４－１４が子機４－１４である場合につてい説明する。上述したように親機４－
１３および子機４－１４は、一体として扱われる。そのため、コントローラ１で再生パラ
メータの変更が行われた場合は、コントローラ１から親機４－１３にのみ更新された再生
パラメータおよび更新コマンドが送信される。その後、親機４－１３から子機４－１４に
更新された再生パラメータおよび更新コマンドが送信（転送）される。なお、更新コマン
ドは、再生パラメータの更新を指示するコマンドである。
【００８６】
　また、親機４－１３で再生パラメータの変更が行われた場合は、親機４－１３からコン
トローラ１および子機４－１４のそれぞれに更新された再生パラメータおよび更新コマン
ドが送信される。そして、子機４－１４で再生パラメータの変更が行われた場合は、子機
４－１４から親機４－１３にのみ更新された再生パラメータおよび更新コマンドが送信さ
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れる。その後、親機４－１３からコントローラ１に更新された再生パラメータおよび更新
コマンドが送信される。なお、再生コマンドなども同様である。したがって、本実施形態
では、一体として扱われる親機および子機のうち、親機が他の装置と通信を担当している
。
【００８７】
　次に、上述したコントローラ１（操作部３０）において親機４－１３の再生パラメータ
の設定変更の操作が行われた場合について図１０のフローチャーを参照して説明する。な
お、図９と同様に親機４－１３、子機４－１４を例として説明する。
【００８８】
　コントローラ１は、操作部３０が受け付けた操作情報に基づいて、再生パラメータの更
新を行う（ステップＳ９０）。この場合、親機４－１３の再生パラメータと同一の内容で
子機４－１４の再生パラメータの更新も行われる。次に、コントローラ１は、親機４－１
３に、更新された再生パラメータを更新コマンドとともに送信する（ステップＳ９１）。
【００８９】
　親機４－１３は、コントローラ１から再生パラメータなどを受信し（ステップＳ１００
）、現在記憶しているシステム管理テーブルの再生パラメータを、受信した再生パラメー
タに更新する（ステップＳ１０１）。次に、親機４－１３は、受信した再生パラメータと
ともに更新コマンドを子機４－１４に送信する（ステップＳ１０２）。
【００９０】
　子機４－１４は、親機４－１３からシステム管理テーブルを受信し（ステップＳ１１０
）、現在記憶しているシステム管理テーブルの再生パラメータを、受信した再生パラメー
タに更新する（ステップＳ１１１）。これにより、コントローラ１側で変更された再生パ
ラメータが、該当する親機および子機と同期される。なお、コントローラ１は、その後、
親機および子機を除くオーディオ機器４にシステム管理テーブルを送信するようにしても
よい。
【００９１】
　なお、再生／停止コマンドも同様の処理が行われて親機および子機に送信される。たと
えば、再生コマンドの場合、コントローラ１での親機および子機の再生ステータスが再生
中に更新され（ステップＳ９０）、再生コマンドがコントローラ１から親機、親機から子
機に送信される（ステップＳ９１，Ｓ１０２）。なお、再生ステータスは、各オーディオ
機器４の再生状態を示す情報である。そして、再生コマンドを受信した親機および子機は
、図６に示すような再生処理を行ってコンテンツを再生する。なお、コントローラ１は、
再生は行わないので再生コマンドの受信により親機および子機の再生ステータスを更新す
るのみでよい。
【００９２】
　次に、上述した親機４－１３の操作部５９において再生パラメータの設定変更の操作が
行われた場合について図１１のフローチャートを参照して説明する。なお、親機４－１３
の操作部５９では、自身の再生パラメータの設定変更のみ操作入力が受け付けられる。
【００９３】
　親機４－１３は、操作部５９が受け付けた操作情報に基づいて、再生パラメータの更新
を行う（ステップＳ１２０）。この場合、親機４－１３の再生パラメータと同一の内容で
子機４－１４の再生パラメータの更新も行われる。次に、親機４－１３は、コントローラ
１および子機４－１４に、更新された再生パラメータを更新コマンドとともに送信する（
ステップＳ１２１）。
【００９４】
　コントローラ１および子機４－１４は、親機４－１３から再生パラメータなどを受信し
（ステップＳ１３０，Ｓ１４０）、現在記憶しているシステム管理テーブルの再生パラメ
ータを、受信した再生パラメータに更新する（ステップＳ１３１、Ｓ１４１）。これによ
り、親機４－１３側で変更された再生パラメータが、コントローラ１および機器４－１４
と同期される。その後、、コントローラ１は、親機４－１３および子機４－１４以外のオ
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ーディオ機器４にもシステム管理テーブルを送信するようにしてもよい。
【００９５】
　なお、再生／停止コマンドも同様の処理が行われてコントローラ１および子機に送信さ
れる。たとえば、再生コマンドの場合、親機および子機の再生ステータスが再生中に更新
され（ステップＳ１２０）、再生コマンドが親機から子機およびコントローラ１に送信さ
れる（ステップＳ１２１）。そして、再生コマンドを受信した親機および子機は、図６に
示すような再生処理を行ってコンテンツを再生する。
【００９６】
　次に、上述した子機４－１４の操作部５９において再生パラメータの設定変更の操作が
行われた場合について図１２のフローチャートを参照して説明する。なお、子機４－１４
の操作部５９では、ステレオペアの子機に設定されている状態であるので、親機４－１３
の再生パラメータの設定変更であるとして操作入力が受け付けられる。
【００９７】
　子機４－１４は、操作部５９が受け付けた操作情報に基づいて、再生パラメータの更新
を行う（ステップＳ１５０）。この場合、親機４－１３および子機４－１４の再生パラメ
ータが更新される。次に、子機４－１４は、親機４－１４に、更新された再生パラメータ
を更新コマンドとともに送信する（ステップＳ１５１）。
【００９８】
　親機４－１３は、子機４－１４からシステム管理テーブルなどを受信し（ステップＳ１
６０）、現在記憶しているシステム管理テーブルの再生パラメータを、受信した再生パラ
メータに更新する（ステップＳ１６１）。次に、親機４－１３は、コントローラ１に、受
信した再生パラメータを更新コマンドとともに送信する（ステップＳ１６２）。
【００９９】
　コントローラ１は、親機４－１３から再生パラメータなどを受信し（ステップＳ１７０
）、現在記憶しているシステム管理テーブルの再生パラメータを、受信した再生パラメー
タに更新する（ステップＳ１７１）。これにより、子機４－１４側で変更された再生パラ
メータが、親機４－１３およびコントローラ１と同期される。その後、コントローラ１は
、親機４－１３および子機４－１３を除くオーディオ機器４にシステム管理テーブルを送
信するようにしてもよい。
【０１００】
　なお、再生／停止コマンドも同様の処理が行われてコントローラ１および親機に送信さ
れる。たとえば、再生コマンドの場合、親機および子機の再生ステータスが再生中に更新
され（ステップＳ１５０）、再生コマンドが子機から親機、親機からコントローラ１に送
信される（ステップＳ１５１，Ｓ１６２）。そして、再生コマンドを受信した親機および
子機は、図６に示すような再生処理を行ってコンテンツを再生する。
【０１０１】
　また、再生／停止コマンドのほか、オーディオ機器４の再生デバイスとして機能する部
分の電源のＯＮ／ＯＦＦを指示する電源ＯＮ／ＯＦＦコマンドも同様な手順で送信すれば
よい。
【０１０２】
　次に、図１３～図１５を参照してグループ設定および同期再生について説明する。図１
３は、システム管理テーブルを示す図である。図１４は、同期再生時におけるグループに
所属するオーディオ機器４間のオーディオ信号の送信形態を説明する説明図である。図１
５は、コントローラ１のグループ設定時の操作画面の一例を示す図である。
【０１０３】
　上述したようにシステム管理テーブルにおけるグループ設定は、オーディオシステム１
０において、同期再生を行うグループに所属するオーディオ機器４に関する情報となる。
具体的には、図１３に示すようなグループ番号、マスタ／スレーブの情報が含まれる。グ
ループ番号は、オーディオ機器４が所属するグループを特定する情報である。マスタ／ス
レーブは、自身が同期再生におけるマスタであるか、スレーブであるかを特定する情報で
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ある。
【０１０４】
　マスタは、グループ全体へのオーディオソース（コンテンツ）の供給（オーディオ信号
の配信）および同期再生の制御を担当するとともに、また自身も同期再生の１機器として
機能する。たとえば、マスタは、各オーディオ機器４（スレーブ）が同期再生できるよう
に、再生開始タイミングなどを各スレーブに通知する。スレーブは、同期再生マスタの指
示にしたがって受信したオーディオソース（オーディオ信号）を再生する。たとえば、図
１３では、オーディオ機器４－１２～４－１４がグループ１に所属し、マスタとしてオー
ディ機器４－１３が設定され、スレーブとしてオーディオ機器４－１２，４－１４が設定
されている。
【０１０５】
　なお、同期再生の制御は、特開２０１５－１０００８５号公報に記載されているような
一般的な技術を適用すればよく、詳細な説明は省略する。また、本実施形態では、１のグ
ループにおいて所属できるオーディオ機器４の台数は２以上である。
【０１０６】
　本実施形態では、グループに所属するオーディオ機器４として、ステレオペア設定され
ている親機及び子機を含めてもよい。この場合、親機および子機においては、グループに
所属する他のオーディオ機器４とのコンテンツの同期再生を、ステレオ再生で行う。なお
、親機および子機は、ユーザからは一体のオーディオ機器として認識され、親機または子
機の単独で１のグループに所属させることはできない。
【０１０７】
　また、ステレオペア設定がされているオーディオ機器４がグループに所属する場合、マ
スタとなるオーディオ機器４が、ステレオペア設定の親機である場合（図１４（Ａ））と
、ステレオペア設定されていないオーディオ機器４である場合（図１４（Ｂ））とで、マ
スタから配信（送信）されるオーディオ信号は同様であるが、再生処理が異なってくる。
【０１０８】
　具体的には、親機がマスタである場合には親機は遅延再生を行うが、親機がスレーブで
ある場合には親機は遅延再生を行わず、子機と同様の非遅延再生を行う。また、親機がス
レーブである場合には、親機は子機にオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を送信しない。なお、本
実施形態では、子機がマスタになることはない。親機および子機は、ユーザからは一体の
オーディオ機器として認識され、ユーザはグループ設定において子機をマスタに設定する
ことができないためである。
【０１０９】
　たとえば、図１４（Ａ）に示すように、マスタが親機４－１３（オーディオ機器４－１
３）である場合について説明する。図１４（Ａ）に示すグループは、マスタが親機４－１
３であり、スレーブがオーディオ機器４－１２および子機４－１４（オーディオ機器４－
１４）となっている。
【０１１０】
　マスタである親機４－１３は、無線ＬＡＮ通信部５６から同期再生の対象であるコンテ
ンツとなるオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を３つに分配して、スレーブのオーディオ機器４－
１２および子機４－１４に配信（送信）する。また、親機４－１３は、分配した１のオー
ディオ信号（Ｒ／Ｌ）からＲｃｈのオーディオ信号（Ｒ）を分離し、バッファ５４経由で
パワーアンプ５５に出力する（遅延再生）。
【０１１１】
　一方、オーディオ機器４－１２および子機４－１４は、マスタである親機４－１３に指
定された同期再生の開始時間に再生を開始する。なお、子機４－１４も、受信したオーデ
ィオ信号（Ｒ／Ｌ）からオーディオ信号（Ｌ）を分離し、バッファ５４経由せずパワーア
ンプ５５に出力する（非遅延再生）。これにより、親機４－１３および子機４－１４のス
ピーカ６５，６５からは、ＲｃｈおよびＬｃｈの音響が出力（ステレオ出力）される。な
お、オーディオ機器４－１２のスピーカ６５からは、受信したオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）
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が、たとえばダウンミックスされてバッファ５４を経由せずにパワーアンプ５５に出力（
モノラル出力）される。
【０１１２】
　次に、図１４（Ｂ）に示すように、マスタが親機ではないオーディオ機器４－１１であ
る場合について説明する。図１４（Ｂ）に示すグループは、マスタが親機４－１１であり
、スレーブがオーディオ機器４－１２，親機４－１３（オーディオ機器４－１３）および
子機４－１４（オーディオ機器４－１４）となっている。
【０１１３】
　マスタであるオーディオ機器４－１２は、無線ＬＡＮ通信部５６から同期再生の対象で
あるコンテンツとなるオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を４つに分配して、スレーブのオーディ
オ機器４－１２、親機４－１３および子機４－１４に配信（送信）する。また、オーディ
オ機器４－１２は、分配した１のオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）を、たとえばダウンミックス
してバッファ５４を経由せずにパワーアンプ５５に出力（モノラル出力）する。
【０１１４】
　一方、オーディオ機器４－１２、親機４－１３および子機４－１４は、マスタであるオ
ーディオ機器４－１１に指定された同期再生の開始時間に再生を開始する。この場合、親
機４－１３および子機４－１４は、それぞれ受信したオーディオ信号（Ｒ／Ｌ）からオー
ディオ信号（Ｒ）およびオーディオ信号（Ｌ）を分離し、バッファ５４経由せずパワーア
ンプ５５に出力（ステレオ出力）する（非遅延再生）。また、親機４－１３は、オーディ
オ信号（Ｒ／Ｌ）を、子機４－１４には送信しない。
【０１１５】
　次に、図１５を参照してグループ設定について説明する。グループ設定は、ユーザがコ
ントローラ１のタッチパネル３０Ａを操作して行うことができる。図１５（Ａ）は、グル
ープ設定におけるマスタとなるオーディオ機器４を選択する操作画面（表示部４１）であ
る。図１５（Ｂ）は、グループ設定におけるスレーブとなるオーディオ機器４を選択する
操作画面（表示部４１）である。
【０１１６】
　グループに所属させるオーディオ機器４の選択は、最初にマスタとなる１のオーディオ
機器４をユーザに選択させる。その後、スレーブとなる１以上のオーディオ機器４をユー
ザに選択させる。そして、最終的に確定ボタン（不図示）を選択することでグループ設定
が完了する。
【０１１７】
　マスタおよびスレーブを選択する操作画面には、オーディオ機器４の機種名が表示され
る。なお、本実施形態では、ステレオペア設定されているオーディオ機器４は、親機の機
種名のみが表示される。たとえば、親機４－１３および子機４－１４である場合、親機４
－１３の機種名「スピーカ」のみが表示され、子機４－１４の機種名は表示されない。こ
の場合、ユーザがステレオペア設定中を特定できるように表示してもよい。たとえば、親
機４－１３の機種名を「スピーカ（ペア）」と表示してもよい。そして、ステレオペア設
定が解除された場合には、オーディオ機器４－１３の機種名を「スピーカ」に戻し、さら
にオーディオ機器４－１４の機種名「スピーカ」を表示する。
【０１１８】
　次に、図１６を参照して上述したグループ設定処理について説明する。グループ設定処
理は、ユーザがコントローラ１を操作して図１４（Ａ）に示すような操作画面を表示させ
た際にコントローラ１によって実行される。
【０１１９】
　コントローラ１は、最初に図１５（Ａ）に示すようなマスタを選択するための操作画面
を表示させ（ステップＳ７０）、マスタとなるオーディオ機器４がユーザによって選択さ
れるまで待機する（ステップＳ７１）。マスタとなるオーディオ機器４が選択された場合
（ステップＳ７１でＹＥＳ）、コントローラ１は、図１５（Ｂ）に示すようなスレーブを
選択するための操作画面を表示させ（ステップＳ７２）、スレーブとなるオーディオ機器
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４がユーザによって選択されるまで待機する（ステップＳ７３）。なお、マスタとして選
択されたオーディオ機器４は、スレーブとして選択できないように操作画面が表示される
。たとえば、図１５（Ａ）で「スピーカ（親機４－１３）」がマスタとして選択されたの
で、図１５（Ｂ）では「スピーカ」がスレーブの選択対象から除外されている。
【０１２０】
　スレーブとなる１つのオーディオ機器４が選択された場合（ステップＳ７３でＹＥＳ）
、コントローラ１は、選択されたオーディオ機器４を識別できるように操作画面の表示を
更新する（ステップＳ７４）。たとえば、図１５（Ｂ）に示すように、選択されたオーデ
ィオ機器４のチェックボックスにチェックマークを表示させる。その後、コントローラ１
は、確定ボタン（アイコン画像）が操作されるまで（ステップＳ７５）、ステップＳ７３
、Ｓ７４を繰り返し実行する。
【０１２１】
　そして、確定ボタンが操作された場合（ステップＳ７５でＹＥＳ）、コントローラ１は
、システム管理テーブルを更新する（ステップＳ７６）。具体的には、グループ設定の情
報が更新される。なお、グループに所属するオーディオ機器４として親機が選択されてい
る場合には、子機もグループのスレーブとして所属するオーディオ機器４としてシステム
管理テーブルのグループ設定の情報が更新される。たとえば、図１３に示すように、グル
ープ１として親機４－１３が選択された場合、子機４－１４もグループ１のスレーブとし
て所属するようにグループ設定の情報が更新される。
【０１２２】
　その後、更新されたシステム管理テーブルが、コントローラ１から各オーディオ機器４
に送信される。
【０１２３】
　次に、図１７を参照して同期再生のグループ設定されているオーディオ機器４の再生パ
ラメータの更新処理および再生／停止コマンドの送信処理について説明する。
【０１２４】
　グループに所属するオーディオ機器４の再生パラメータは、ステレオペア設定の親機お
よび子機とは異なり、それぞれ個別に変更可能である。そして、コントローラ１および各
オーディオ機器４の操作部３０，５９で再生パラメータの変更が可能である。コントロー
ラ１では、グループに所属する全てのオーディオ機器４に対してボリュームなどを同一に
設定することも可能であり、また各オーディオ機器４に対してボリュームなどを個別に設
定することも可能である。
【０１２５】
　また、同期再生の再生／停止コマンドも、コントローラ１およびグループに所属する各
オーディオ機器４の操作部３０，５９で入力が可能である。
【０１２６】
　なお、グループにステレオペア設定されているオーディオ機器４が所属する場合、図９
～図１２において説明したように、子機は親機と一体として扱われて再生パラメータなど
の更新が行われる。そのため、グループに所属する親機以外の他のオーディオ機器４から
子機には、再生パラメータの更新コマンドなどは送信されない。常に、親機を経由して受
信することとなる。
【０１２７】
　たとえば、図１７（Ａ）に示すように、親機４－１３がマスタであり、子機４－１４お
よびオーディオ機器４－１２がスレーブとしてグループに所属する場合について説明する
。コントローラ１において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生じる場合、コ
マンドは、最初にコントローラ１からマスタである親機４－１３に送信され、その後に親
機４－１３から子機４－１４およびオーディオ機器４－１２のそれぞれに送信される。ま
た、マスタである親機４－１３において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生
じる場合、コマンドは、親機４－１３からコントローラ１、子機４－１４およびオーディ
オ機器４－１２のそれぞれに送信される。



(20) JP 2017-41756 A 2017.2.23

10

20

30

40

50

【０１２８】
　さらに、子機４－１４において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生じる場
合、コマンドは、子機４－１４から親機４－１３にのみ送信され、その後、親機４－１３
からコントローラ１およびオーディオ機器４－１２に送信される。
【０１２９】
　また、オーディオ機器４－１２において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが
生じる場合、コマンドは、オーディオ機器４－１２から親機４－１４にのみされ、その後
、親機４－１３からコントローラ１および子機４－１４に送信される。
【０１３０】
　次に、図１７（Ｂ）に示すように、オーディオ機器４－１１がマスタであり、親機４－
１３、子機４－１４およびオーディオ機器４－１２がスレーブとしてグループに所属する
場合について説明する。
【０１３１】
　コントローラ１において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生じる場合、コ
マンドは、最初にコントローラ１からマスタであるオーディオ機器４－１１に送信され、
その後、オーディオ機器４－１１から親機４－１３およびオーディオ機器４－１２のそれ
ぞれに送信される。その後、親機４－１３から子機４－１４に送信される。
【０１３２】
　また、マスタであるオーディオ機器４－１１において更新コマンドおよび再生／停止コ
マンドなどが生じる場合、コマンドは、オーディオ機器４－１１からコントローラ１、親
機４－１３およびオーディオ機器４－１２のそれぞれに送信される。その後、親機４－１
３から子機４－１４に送信される。
【０１３３】
　さらに、親機４－１３において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生じる場
合、コマンドは、親機４－１３からオーディオ機器４－１１および子機４－１４のそれぞ
れに送信される。その後、オーディオ機器４－１１からコントローラ1およびオーディオ
機器４－１２に送信される。
【０１３４】
　次に、子機４－１４において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが生じる場合
、コマンドは、子機４－１４から親機４－１３にのみ送信され、その後、親機４－１３か
らオーディオ機器４－１１にのみ更新コマンド送信される。そして、オーディオ機器４－
１１からコントローラ1およびオーディオ機器４－１２に送信される。
【０１３５】
　また、オーディオ機器４－１２において更新コマンドおよび再生／停止コマンドなどが
生じる場合、コマンドは、オーディオ機器４－１２からオーディオ機器４－１１にのみ送
信され、その後、オーディオ機器４－１１からコントローラ１および親機４－１３に送信
される。そして、親機４－１３から子機４－１４に送信される。
【０１３６】
　以上のように、２つのオーディオ機器４を組み合わせて同期再生を行う場合に、再生に
関する設定情報の同期を行いつつステレオ再生を行わせることができる。したがって、オ
ーディオシステム１０の機能性を向上させることができる。
【０１３７】
　なお、上述の実施形態では、オーディオシステム制御プログラム７０を実行する携帯電
話機１が、コントローラ１としてシステム管理テーブルを共有しつつオーディオ機器４の
同期再生などを制御可能として説明しているが、他のオーディオシステム制御プログラム
を実行する携帯端末装置をコントローラとしてオーディオ機器４の同期再生などを制御す
ることも可能である。ただし、ステレオペア設定機能を有していないコントローラに対し
ては、子機設定されているオーディオ機器４は応答せず、親機のみ応答すればよい。具体
的には、コントローラからの接続要求に対して子機設定されているオーディオ機器４は応
答せず、子機を除くオーディオ機器４のみが応答する。この場合、たとえばコントローラ
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ーディオ信号が送信され、上述したように親機および子機においてステレオ再生が可能で
ある。
【０１３８】
　なお、コントローラの識別は、たとえば、起動しているアプリケーションプログラムを
識別する識別情報をコマンドに含めて送信すればよい。また、ステレオペア設定はオーデ
ィオ機器４同士で行われるので、ステレオペア設定機能を有していないコントローラが接
続されていても、ステレオペア設定は可能であり、かつ、上述のようにステレオ再生も可
能となる。
【０１３９】
　さらに、上述の実施形態では、１のステレオペアの設定のみが行われていたが、複数の
ステレオペアを設定してもよい。
【０１４０】
　また、上述の実施形態では、図７に示すようにステレオペアとなる相手（他のオーディ
オ機器）を探索する構成であるが、特にこれに限定されるものではない。ユーザが手動で
再生チャンネルや親子関係などのステレオペア設定を行ってもよい。また、ステレオペア
設定を携帯電話機で行ってもよい。
【０１４１】
　さらに、本実施形態では、オーディオ機器４の起動中、再生／停止ボタン５９Ｂのみを
長押し（たとえば３秒間）することによって、このオーディオ機器４のステレオペア設定
の再生チャンネルの状態を報知する点灯が行われるが、コントローラ（携帯電話機）１か
らの所定のコマンドを受信したことを条件として、上述の報知を行うようにしてもよい。
たとえば、ユーザがコントローラ１の操作部３０を操作して報知の指示を入力することで
、コントローラ１から親機に所定のコマンドを送信する。そして、親機から子機に所定の
コマンドをが送信され、再生チャンネルの設定に応じて親機および子機のＬＥＤ６１を点
滅させれる。
【０１４２】
　上述の実施形態では、オーディオシステムに所属するオーディオ機器の全てがステレオ
ペア設定の対象であるとして説明したが、ステレオペア設定の対象とならないオーディオ
機器が含まれていてもよい。
【符号の説明】
【０１４３】
１　携帯電話機（コントローラ）
４（４－１１～４－１５）　オーディオ機器
１５　メモリカード
２０　制御部（携帯電話機）
３０　操作部
４１　表示部
５０　制御部（オーディオ機器）
５０Ａ　オーディオシステムプログラム
５１　オーディオ処理部
５４　バッファ
５６，５７　無線ＬＡＮ通信部
５８　有線ＬＡＮ通信部
５９　操作部
６１　スピーカ
７０　オーディオシステム制御プログラム
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